
1　はじめに

　教師なら誰もが生徒のまなざしを一手に集める授

業にあこがれます。こうした授業には独特の小気味

良いリズムがあります。しかし，「リズムのある授

業」と一口に言っても，当然，学校の体制や環境，

教師の信念や指導法，語り方，さらには生徒のレベ

ル，モチベーションなど内外の様々な条件が絡み合

い，「ここを押さえれば大丈夫！」といった公式は存

在しません。にもかかわらず，熟練教師の多くがこ

うした授業を自家薬籠中のものにしているのです。

それは種々の制約がある中でも，リズムを起こす勘

どころ（rhythm generators：以下，RG）を外し

ていないからでしょう。今回はこの RG という観

点から，前回同様，３人の熟練教師の考え方を織り

交ぜながら，まなざしが共有される授業づくりにつ

いて考えてみます。

2　動・静

　授業にリズムを持たせるために３人の教師が常に

意識している RG が「動・静」という観点からの授

業づくりです。

　A 先生は「動」を，生徒を動かしながら，考えさせ，

理解させる部分とし，ペアワークや，生徒からクラ

ス全体への働きかけを含む帰納的なものととらえて

います。逆に「静」とはじっくり考え，消化するた

めの活動などを意味するとのことです。さらに，「ど

ちらが良い，悪いというのではなく，ゆるやかな発

想で，「動・静」を授業デザインの中心に据えておく

と，monotonous な授業に勢いが出て，生徒の集

中が高まります。」と力説されます。

　C 先生もほぼ同じ考えですが，彼女の場合，授業

過程全体を見通して，授業は「動」から入り，最後

は「静」へと収斂させるイメージを描いており，「動」

の部分では生徒に英語を使わせることを意識し，

「静」では学んだことをそれぞれが咀嚼する時間を持

てるように工夫しているそうです。

　B 先生は，「動」をよりダイナミックに定義し，例

えば新出単語などの導入では，CD を使って listen-

and-repeat をしたあとに，ペア同士で向かい合わ

せ，互いに単語のストレスの箇所で手を叩き合わせ

ながら単語の強弱リズムを身体でつかみとる活動を

盛り込んでいるとのことです。

　なお，「動」のあと，生徒がざわついて次の段階に

スムーズに入れないということがしばしばありま

す。そういう場合には，キッチン・タイマーを使っ

て時間を意識させたり（B 先生はタイマーを 20 台

常備！），終わったペアから着席させるなどがよく

とられる手法ですが，C 先生の場合は「活動で気づ

いたことを自由にノートにメモさせる」「疑問点を付

箋紙に書かせる」など，次の指示を与えておくのが

一番だと力説されていました。

3　緩・急

　「動・静」に次ぐ別の視点が「緩・急」です。これ

はつまり，授業のそれぞれの transaction のテン

ポに関する RG です。この RG は実習生と熟練教

師の比較研究のときによく指摘されるポイントです

が， 初 心 者 の 場 合， 余 裕 が な い た め か， ど の

transaction も同じテンポで進めがちです。そん

なときもやはり，生徒をスピードにのせる部分と，

ゆっくりと噛んで含める部分を交互に織り交ぜるこ

とを意識しているという点で，３人の見方は一致し

ています。

　C 先生は「緩・急」をとりわけ大切にしています。

「初学者だからゆっくりと噛んで含めるように説明
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したり，活動させるというのは教育の原則でしょう

が，あえてスピードを上げることで，逆に真剣なま

なざしを向けてくる場合が多いことを経験から学び

ました。テンポを下げることが，必ずしも理解につ

ながるとは限らないことを知っておくと，授業のリ

ズムが変わり，まなざしを共有できるようになりま

した。」と述べています。

　A 先生は，「学習者中心主義にシフトした今，ゆっ

くりめに説明したり，時間をかけて練習をさせるこ

とが，かえって学習の障がいになっているのでは？

という疑問を抱いています。かつて，受験，実践の

両面で成功したといわれる，昭和初期に行われた“福

島プラン”は，徹底的なスピード・トレーニングで

知られています。学習者におもねるだけではいけな

いのではと思い，対話などではスピード感を重視さ

せるクイック・レスポンスを心がけており，それが

授業のリズム，ひいてはまなざしの共有につながっ

ているようです。」と語ってくれました。

　B 先生の授業ではやはりタイマーが大活躍。発

音，音読，Q&A，ペアなどの活動では，積極的に

生徒をタイムフレームにはめて，テンポの切り替え

を奨励するそうです。

　以上のごとく，熟練教師は「動・静」に加え，「緩・

急」というテンポも，授業のリズムをつくる大切な

RG として意識し，生徒の反応をうかがいながら，

積極的にスイッチの入れ替えをして，生徒の集中力

を切らさないように努めていることがわかりまし

た。

4　クライマックス（アンチ・クライマックス）

　熟練教師の授業で，「お主，やるな～！」と感じさ

せられるのがクライマックス（漸増（層）法）への配

慮です（反対はアンチ・クライマックス : 漸降（減）

法）。これは transaction のそれぞれにミニクライ

マックスを用意しながら，徐々にその日の授業の最

大のクライマックスへと駆け上がっていく手法です。

　B 先生は「趣味の登山を授業づくりのイメージに

しています。一段登るごとに，小さな達成感を感じ

ることができるような仕掛けをし，山場の頂上で大

きな喜びが起こるようなリズム感を大切にしていま

す。」と，こうした観点からのリズムづくりもまた大

切な RG だとしています。

　A 先生はクライマックスを作るためには，「たく

さん，盛り込まないことが肝要です。それから文法

が目標であるならば，やはり最初からこれはこうだ

からといった形の提示は控え，あくまで生徒に考え

させながら，その原理をつかませる手法の方がリズ

ムにのってくるように感じています。」としていま

す。

　C 先生は，クライマックス手法が大事な RG で

あることは認めながらも，クライマックス後のアン

チ・クライマックスでの「降り方」もまた重要と考え，

「タスクなどの活動に目が向きがちですが，生徒が

活動で学んだことをいかに自分のものにするかにも

目を配る必要があり，それが授業全体のリズムや生

徒とのまなざしの共有にもつながっています。」との

持論を展開されました。ちなみに彼女は授業の終わ

りには，recap を欠かさないとのことです。これ

は recapitulate（「要約する」）を省略した言い方

（例： Let me recap what we did today.）で，

確かに授業の終わりの認知的な区切りとなり，授業

のリズムにも貢献すると思われます。

5　今回のまとめ

　まなざしの共有を，授業のリズムづくりという観

点からまとめてみました。RG のうち紹介できたの

は３つのみで，いずれも教職の授業や研修会で習う

ようなことだったかもしれません。しかしながら，

３人の教師はそれらを理論だけにとどめず，自分の

授業へと取り入れ，かつ，自己流のアレンジを施し

ているのです。紹介した先生方の手法には微妙な差

異もありますが，動きを起こし，スピード・アップ

を図り，山場をこしらえるという点だけでなく，生

徒へのアンテナを目一杯に張り，生徒の反応をモニ

ターしながら，実態に合わせた微調整（fi ne-tune）

をし，リズムを起こしているという点も一致してい

ます。こうした勘どころにベテランの技を垣間見た

思いがしています。
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